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は

じ

め

に

『
観
無
量
寿
経
』
第
八
像
観⑴

の
文
に
は
、

仏
告
阿
難
及
韋
提
希
見
此
事
已
次
当
想
仏
所
以
者
何
諸
仏
如
来
是
法
界
身
入
一
切
衆
生
心
想
中
是
故
汝
等
心
想
仏
時
是
心
即
是
三
十

二
相
八
十
随
形
好
是
心
作
仏
是
心
是
仏
諸
仏
正
遍
知
海
従
心
想
生
是
故
応
当
一
心
繫
念
諦
観
彼
仏
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
訶
三

三
仏
陀

想
彼
仏
者
先
当
想
像
…
…

仏
、
阿
難
お
よ
び
韋
提
希
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
こ
の
事
を
見
を
は
ら
ば
、
次
に
ま
さ
に
仏
を
想
ふ
べ
し
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
。
諸

仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
な
り
。
一
切
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
入
り
た
ま
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
な
ん
ぢ
ら
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
こ
の
心

す
な
は
ち
こ
れ
〔
仏
の
〕
三
十
二
相
・
八
十
随
形
好
な
れ
ば
、
こ
の
心
作
仏
す
、
こ
の
心
こ
れ
仏
な
り
。
諸
仏
正
遍
知
海⑵

は
心
想

よ
り
生
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
ま
さ
に
一
心
に
繫
念
し
て
、
あ
き
ら
か
に
か
の
仏
、
多た
陀だ
阿あ
伽か
度ど⑶
・
阿あ
羅ら
訶か⑷
・
三さん
みやく

三さん
仏ぶつ
陀だ⑸
を
観
ず

べ
し
。
か
の
仏
を
想
は
ん
も
の
は
、
ま
づ
ま
さ
に
像
を
想
ふ
べ
し
。
…
…

（
聖
典
全
書
一
・
八
六
頁
、

釈
版
・
九
九
〜
一
〇
〇
頁
）

と
、
仏
菩
薩
の
像
を
想
う
と
い
う
観
想
念
仏
の
文
言
の
冒
頭
に
「
諸
仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
仏
が
一
切
衆
生
の
心
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想
に
入
り
、「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
す
る
と
教
説
さ
れ
る
。

『
観
経
』
に
お
け
る
観
想
の
対
象
は
、
浄
土
の
依
報
（
国
土
）、
正
報
（
仏
・
菩
薩
）
の
荘
厳
の
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
の
荘
厳
を
対
象

と
し
て
、
心
に
想
う
こ
と
を
観
と
い
う
。「
観
」
は
ま
た
観
念
、
観
察
、
観
法
、
観
行
等
と
も
い
わ
れ
て
、
精
神
を
統
一
し
て
清
浄
な
智

を
も
っ
て
対
象
を
思
索
し
想
念
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
曇
鸞
は
『
往
生
論
証
』
巻
下
に
、

心
に
そ
の
事
を
縁
ず
る
を
「
観
」
と
い
ふ
。
観
心
分
明
な
る
を
「
察
」
と
い
ふ
。

（

釈
版
七
祖
篇
・
一
〇
七
頁
）

と
述
べ
、
さ
ら
に
ま
た
、

「
毘
婆
舎
那
」
を
訳
し
て
「
観
」
と
い
ふ
。
た
だ
汎ひろ
く
観
と
い
ふ
に
は
、
義
ま
た
い
ま
だ
満
た
ず
。
な
に
を
も
つ
て
こ
れ
を
い
ふ
と

な
ら
ば
、
身
の
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
・
九
想
等
を
観
ず
る
が
ご
と
き
を
も
、
み
な
名
づ
け
て
観
と
な
せ
ば
な
り
。

（

釈
版
七
祖
篇
・
一
〇
六
頁
）

と
い
い
、
対
象
を
心
で
縁
ず
る
こ
と
や
具
体
的
事
象
を
観
想
す
る
こ
と
の
他
に
、
抽
象
的
理
念
を
思
念
す
る
こ
と
も
「
観
」
で
あ
る
と
す

る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
毘
婆
舎
那v
ip
a
sy
a
n
a

」
の
意
味
は
広
く
、
こ
の
「
観
」
の
一
字
を
も
っ
て
容
易
に
そ
の
多
く
の
意
義
を
あ

ら
わ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
第
八
像
観
の
法
界
身
の
理
解
や
「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
の
理
解
も
諸
師
に
お
い
て
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
拙
論

で
は
、
諸
師
の
こ
れ
ら
の
理
解
を
確
認
す
る
事
を
通
じ
て
、
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
法
界
身
理
解
の
特
色
を
一
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

諸
師
の
「
法
界
身
」
理
解

善
導
の
理
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
第
八
像
観
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
真
仏
を
観
ず
る
に
先
立
っ
て
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
仮
観
と
し
て
仏

像
を
観
ず
る
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
七
宝
に
輝
く
仏
坐
像
と
そ
の
左
右
の
蓮
華
を
観
じ
、
左
に
観
世
音
菩
薩
、
右
に
大
勢
至
菩
薩
の
坐
し

た
ま
う
を
観
じ
、
そ
の
一
仏
・
二
菩
薩
が
遍
満
し
て
い
る
事
を
観
じ
、
こ
の
観
法
が
で
き
た
な
ら
ば
、
観
想
の
行
者
は
浄
土
の
水
流
や
光
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明
な
ど
が
、
み
な
妙
な
る
法
を
説
く
を
聞
く
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
水
流
や
光
明
の
説
法
と
仏
の
説
く
経
説
が
合

う
な
ら
ば
、
極
楽
世
界
を
ほ
ぼ
見
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
観
法
で
あ
る
。

そ
の
冒
頭
に
「
諸
仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
」
と
あ
る
が
、「
諸
仏
如
来
」
は
こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
を
指
す
こ
と
は
問
題
無
か
ろ
う
が
、

「
法
界
身
」
に
つ
い
て
は
諸
師
の
理
解
は
こ
れ
を
異
と
す
る
。

そ
も
そ
も
「
法
界
」
と
は
、
事
理
に
通
じ
る
名
に
し
て
、
通
仏
教
に
お
い
て
は
、
普
遍
の
真
理
、
す
な
わ
ち
諸
法
の
真
実
の
体
性
で
あ

る
真
如
を
意
味
す
る
場
合
（
真
如
法
性
）、
一
切
諸
法
を
呼
ぶ
名
に
し
て
各
諸
法
の
事
別
な
る
を
意
味
す
る
場
合
、
ま
た
、
そ
の
法
界
を

生
ず
る
心
に
随
え
て
衆
生
の
心
を
法
界
と
い
う
場
合
が
あ
る⑹

。

例
え
ば
、『
大
般
若
経
』
三
八
巻
（
大
正
五
・
二
一
一
頁
ｂ
）
に
は
、
真
如
に
十
二
名
あ
る
中
の
第
二
に
「
法
界
」
の
名
が
あ
り
、『
華

厳
経
』（
六
十
華
厳
）
に
は
、

心
如
工
画
師

画
種
種
五
陰

一
切
世
界
中

無
法
而
不
造

如
心
仏
亦
爾

如
仏
衆
生
然

心
仏
及
衆
生

是
三
無
差
別

心
は
工
な
る
画
師
の
如
く
、
種
々
の
五
陰
を
画
く
。
一
切
世
界
中
、
法
と
し
て
造
ら
れ
ざ
る
無
し
。
心
の
如
く
仏
も
亦
た
爾
な
り
。

仏
の
如
く
衆
生
も
然
な
り
。
心
と
仏
、
及
び
衆
生
の
、
是
の
三
は
無
差
別
な
り
。

（
大
正
九
・
四
六
五
頁
ｃ
）

と
、
心
と
仏
お
よ
び
衆
生
の
三
は
真
如
法
性
の
諸
相
と
し
、
法
性
よ
り
み
る
な
ら
ば
心
も
仏
も
衆
生
も
無
差
別
で
あ
る
と
す
る⑺

。

ま
た
、
事
相
と
し
て
は
同
じ
く
『
華
厳
経
』
に
は
「
仏
身
充

満
諸
法
界

」（
大
正
九
・
四
〇
八
頁
ａ
）
と
し
、
善
導
は
『
往
生
礼
讃
』

に
「
真
形ノ
光
明
徧シ
法
界ニ
」（
聖
典
全
書
一
・
九
四
九
頁
）、『
般
舟
讃
』
に
「
身
上ノ
光
明
徧ス
法
界ニ
」（
聖
典
全
書
一
・
九
九
五
頁
）・「
同

学
相
随ヒテ
遊ブ
法
界ニ
」（
聖
典
全
書
一
・
九
八
六
頁
）
と
述
べ
、
仏
身
や
光
明
が
法
界
に
遍
じ
て
衆
生
に
応
受
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
そ
の
理
解
に
お
い
て
事
理
に
渡
る
面
が
あ
る
。

以
下
に
、
代
表
的
な
聖
道
諸
師
の
「
法
界
身
」
理
解
を
「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
理
解
と
関
連
し
て
窺
う
事
と
す
る
。

先
ず
、
浄
影
寺

遠
（
五
二
三
〜
五
九
二
）
は
、『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
、
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一
に
「
心
是
仏
」
を
明
か
す
。「
是
故
」
と
い
う
は
前
に
乗
じ
て
後
を
顕
す
。
是
の
仏
は
法
身
、
一
切
衆
生
の
心
に
入
る
故
、
心
に

仏
を
想
う
時
、
是
の
心
、
即
ち
諸
仏
の
相
好
な
り
。

（
大
正
三
七
・
一
八
〇
頁
ａ
、
浄
全
五
・
一
八
五
頁
下
）

と
、「
是
心
是
仏
」
は
、
衆
生
が
仏
の
相
好
の
身
を
想
う
心
（
是
心
）
に
、
こ
の
仏
は
法
身
と
な
る
（
是
仏
）
と
理
解
す
る
。

遠
は

『
観
経
』
を
「
観
仏
三
昧
為
宗
」（
大
正
三
七
・
一
七
三
頁
ａ
）
と
い
い
、
観
仏
に
仏
平
等
法
門
之
身
を
観
ず
る
真
身
観
と
仏
如
来
共
世

間
身
を
観
ず
る
応
身
観
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。

『
大
乗
義
章
』（
大
正
四
四
・
八
三
九
頁
ｂ
）
に
よ
る
と
、
如
来
蔵
心
と
い
う
有
為
無
為
の
一
切
を
含
む
真
識
を
本
と
し
法
身
（
体
）・

報
身
（
相
）・
応
身
（
用
）
の
三
身
が
現
れ
る
と
す
る
こ
と
よ
り
、
如
来
蔵
と
い
う
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
状
態
が
な
く
な
れ
ば
法
身
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
心
に
は
一
切
の
法
を
生
み
出
す
如
来
蔵
が
あ
る
の
で
、
相
好
の
仏
も
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、「
是
心
作
仏
」
を
解
釈
さ
れ
て
、

云
何
が
「
作
」
と
名
づ
く
る
。
云
何
が
「
是
」
と
名
づ
く
る
。
両
義
分
別
す
る
に
、
一
に
は
仏
観
の
始
終
に
就
い
て
分
別
す
る
。
始

学
は
「
作
」
と
名
づ
く
。
終
成
は
即
ち
「
是
」
と
す
。
二
に
現
当
に
分
別
す
。
諸
仏
の
法
身
、
己
に
与
え
て
同
体
な
り
。
現
に
仏
を

観
ず
る
時
、
心
中
に
現
ず
る
は
即
ち
是
れ
諸
仏
法
身
の
体
と
な
し
「
心
是
仏
」
と
名
づ
く
。
己
は
当
果
に
望
む
。
観
由
り
彼
を
生
ず

る
に
「
心
作
仏
」
と
名
づ
く
。
上
来
第
二
に
勧
む
る
所
以
を
釈
す
。

（
大
正
三
七
・
一
八
〇
頁
ａ
、
浄
全
五
・
一
八
五
頁
下
〜
一
八
六
頁
上
）

と
述
べ
、「
是
心
作
仏
」
は
始
学
（
麁
浄
信
観
）
に
つ
い
て
い
う
も
の
で
あ
り
、
修
行
す
る
段
階
よ
り
仏
果
を
み
て
「
作
」
と
い
い
、「
是

心
是
仏
」
は
終
成
（
仏
果
）
か
ら
み
た
も
の
で
、
諸
仏
の
法
身
は
「
是
心
」
と
同
体
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

遠
は
『
観
経
』
全
体

（
所
観
の
仏
）
を
応
身
観
と
し
、
根
底
に
如
来
蔵
思
想
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
衆
生
の
自
性
は
清
浄
の
仏
性
で
、
そ
の
仏
性
を
観
ず
る
と
い

う
意
味
の
「
自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
と
い
う
理
観
の
立
場
で
「
法
界
身
」
を
解
釈
さ
れ
る
。

次
に
、
天
台
大
師
智

（
五
三
八
〜
五
九
七
）
は
、『
観
経
』
を
「
心
観
為
宗
実
相
為
体
」（
大
正
三
七
・
一
八
六
頁
ｃ
）
と
し
、
そ
の
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観
は
「
観
者
観
也
有

次
第
三
観ト
一
心
中
三
観ト
」（
同
・
一
八
七
頁
ｂ
）
と
す
る
。

第
八
像
観
の
法
界
身
を
報
仏
法
性
身
と
し
た
う
え
で
、
感
応
道
交
と
解
入
相
応
の
二
釈
で
解
釈
さ
れ
る
。
始
覚
の
妙
解
と
本
覚
法
性
の

理
と
が
相
応
し
冥
会
す
る
と
こ
ろ
に
法
界
身
が
現
れ
る
と
す
る
。
即
ち
、
行
者
が
『
観
経
』
の
他
境
の
仏
に
託
し
て
、
空
仮
中
の
三
観
の

浄
心
念
仏
を
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
能
観
の
行
者
の
心
想
に
能
応
の
仏
身
（
応
身
）
が
入
り
至
る
。
衆
生
浄
心
の
機
感
に
応
じ
て
感
応
道

交
し
て
応
身
の
三
十
二
相
が
現
ず
る
。
ま
た
、
生
仏
不
二
の
故
に
、
始
覚
の
智
が
起
こ
り
、
観
解
を
得
れ
ば
（
解
）、
衆
生
心
は
本
来
仏

の
故
に
、
観
解
の
心
に
本
覚
の
理
仏
が
顕
現
し
（
入
）、
理
智
冥
合
（
相
応
）
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
に
つ
い
て
の
理
解
も
、「
是
心
作
仏
」
に
つ
い
て
、「
仏
本
是レ
無
心
浄キガ
故ニ
有ナリ
」（
大
正
三
七
・

一
九
二
頁
ｂ
）
と
法
身
が
能
応
の
仏
（
応
身
）
と
し
て
、
衆
生
心
中
に
現
れ
る
こ
と
と
す
る
。
続
い
て
「
亦
因

此
三
昧
心

終
成
作

仏

也
」（
同
上
）
と
、
始
覚
の
三
昧
心
に
よ
り
本
覚
の
理
の
法
身
が
現
れ
、
三
昧
心
に
よ
り
自
己
当
果
の
仏
を
成
ず
る
事
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
是
心
是
仏
」
に
つ
い
て
も
、
能
応
の
仏
が
あ
る
と
す
る
と
、
心
仏
は
異
な
る
と
い
う
誤
解
が
あ
る
の
で
「
條
然
有
異
」（
同
上
）
と
、

こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
心
外
無

仏
亦
無

仏
之
因

」（
同
上
）
と
我
心
は
本
来
仏
で
あ
り
、
故
に
果
仏
は

三
昧
の
心
の
外
に
な
く
、
三
昧
の
仏
因
も
ま
た
果
仏
の
外
に
な
く
、
心
因
と
仏
果
の
体
一
不
二
と
し
た⑻

。

こ
の
よ
う
に
、
智

は
、
観
想
の
心
に
顕
れ
る
仏
は
、
本
来
心
に
具
し
て
い
る
本
覚
法
身
で
あ
る
と
し
、
衆
生
が
真
如
本
覚
す
る
外
に

仏
は
な
く
、
西
方
の
阿
弥
陀
仏
に
託
し
て
、
一
心
三
観
の
理
観
を
修
し
て
、
心
性
本
具
の
本
覚
法
身
を
開
覚
し
よ
う
と
し
た
。

次
に
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
〜
六
二
三
）
は
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
、

「
仏
告
阿
難
」
よ
り
下
第
二
は
、
像
仏
菩
薩
を
想
う
に
、
復
二
と
為
す
。
第
一
に
法
身
仏
を
想
う
。
第
二
に
応
身
仏
を
想
う
。
今
は

即
ち
第
一
の
法
身
仏
を
想
う
。
法
身
仏
は
文
に
「
如
来
是
法
界
身
」
と
云
う
。
即
ち
是
れ
法
身
な
り
。
一
切
皆
是
れ
法
界
、
一
切
皆

是
れ
法
身
。
故
に
前
に
此
の
想
を
作
す
也
。

（
大
正
三
七
・
二
四
三
頁
ｃ
、
浄
全
五
・
三
四
七
頁
上
下
）

と
、
観
仏
に
二
種
を
あ
げ
て
、
法
身
仏
を
観
想
す
る
観
と
、
如
来
の
三
十
二
相
等
（
応
身
）
を
念
ず
る
観
と
を
示
す
。
ま
た
、「
法
身
」
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す
な
わ
ち
「
法
界
」
と
考
え
て
い
る
。「
是
心
作
仏
」
の
「
是
心
」
は
三
十
二
相
の
応
身
で
、「
是
心
是
仏
」
は
法
身
で
あ
り
、
応
身
と
法

身
の
二
身
の
因
を
明
か
す
文
と
み
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
界
身
は
法
身
観
で
あ
る
。『
観
経
』
の
第
八
像
観
に
仏
像
を
観
じ
る
具
体
的
な
観
法
は
、
法
身
を
観
ず
る
こ
と
の
で

き
な
い
鈍
根
者
の
観
法
で
応
身
観
と
し
、
法
身
観
と
別
々
な
観
法
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
を
観
ず
る
は
化
仏
身
を
観
ず

る
と
こ
ろ
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、「
諸
仏
如
来
」
は
、
阿
弥
陀
仏
で
は
く
無
色
無
心
無
仏
の
法
身
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
蔵
の
観
法

も
「
自
性
清
浄
仏
性
観
」
の
解
釈
と
理
解
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
善
導
大
師
当
時
に
所
破
の
対
象
と
さ
れ
た
唯
識
法
身
観
に
つ
い
て
は
、
摂
論
学
派
の
『
観
経
』
理
解
を
指
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
例
え
ば
善
導
大
師
の
弟
子
の
懐
感
禅
師
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
後
半
に
は
「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
を
法
相
教
義
に
基
づ
き
唯

識
所
変
に
て
解
釈
し
て
、「
案

唯
識
之
理

心
外
無

別
法

万
法
万
相
皆
是
自
心
」（
大
正
四
七
・
六
六
頁
ａ
）
と
心
の
外
に
別
法
な
く
、

万
法
は
す
べ
て
心
の
変
現
で
、
こ
の
心
に
よ
っ
て
仏
を
観
ず
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
能
観
の
心
は
相
分
（
客
観
）
を
照
ら
す
見
分
（
主

観
）
で
あ
り
、
見
分
の
作
用
を
証
知
す
る
作
用
と
し
て
自
証
分
を
離
れ
な
い
。
し
が
た
っ
て
、
見
分
の
力
が
相
分
を
現
じ
る
こ
と
を
「
是

心
作
仏
」
と
い
い
、「
是
心
是
仏
」
は
、
相
分
が
そ
の
ま
ま
自
証
分
の
心
で
別
体
が
な
い
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
を
「
諸
仏
正
遍
知
海
従
心

想
生
」
と
理
解
す
る
。

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
聖
道
門
の
諸
師
は
自
性
清
浄
仏
性
観
や
唯
識
法
身
観
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
理
法
身
と
し
て
法
界
身
を
理
解

さ
れ
て
い
る
。

二

曇
鸞
・
善
導
の
「
法
界
身
」
理
解

聖
道
諸
師
は
、
理
に
約
し
て
法
界
即
身
の
義
と
す
る
が
、
浄
土
門
諸
師
で
は
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

真
宗
七
祖
に
お
い
て
は
、
曇
鸞
大
師
（
四
七
六
〜
五
四
二
）
は
、『
往
生
論

』
巻
上
の
身
業
功
徳
釈
の
文
に
第
八
像
観
の
文
に
つ
い
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て
問
答
さ
れ
て
、

問
ひ
て
い
は
く
、『
観
無
量
寿
経
』
に
の
た
ま
は
く
、「
諸
仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
な
り
。
一
切
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
入
る
。
こ

の
ゆ
ゑ
に
、
な
ん
ぢ
ら
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
こ
の
心
す
な
は
ち
こ
れ
三
十
二
相
・
八
十
随
形
好
な
り
。
こ
の
心
作
仏
す
。
こ
の
心
こ

れ
仏
な
り
。
諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想
よ
り
生
ず
」
と
。
こ
の
義
い
か
ん
。

答
へ
て
い
は
く
、「
身
」
を
集
成
と
名
づ
く
。「
界
」
を
事
別
と
名
づ
く
。
眼
界
の
ご
と
き
は
根
・
色
・
空
・
明
・
作
意
の
五
の
因

縁
に
よ
り
て
生
ず
る
を
名
づ
け
て
眼
界
と
な
す
。
こ
れ
眼
た
だ
み
づ
か
ら
お
の
が
縁
を
行
じ
て
他
縁
を
行
ぜ
ず
。
事
別
な
る
を
も
つ

て
の
ゆ
ゑ
な
り
。
耳
・
鼻
等
の
界
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。「
諸
仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
な
り
」
と
い
ふ
は
、「
法
界
」
は
こ
れ
衆
生

の
心
法
な
り
。
心
よ
く
世
間
・
出
世
間
の
一
切
諸
法
を
生
ず
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
心
を
名
づ
け
て
法
界
と
な
す
。
法
界
よ
く
も

ろ
も
ろ
の
如
来
の
相
好
の
身
を
生
ず
。
ま
た
色
等
の
よ
く
眼
識
を
生
ず
る
が
ご
と
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
仏
身
を
法
界
身
と
名
づ
く
。
こ

の
身
、
他
の
縁
を
行
ぜ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
一
切
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
入
る
」
と
な
り
。「
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
こ
の
心
す
な
は

ち
こ
れ
三
十
二
相
・
八
十
随
形
好
な
り
」
と
い
ふ
は
、
衆
生
の
心
に
仏
を
想
ふ
時
に
当
り
て
、
仏
身
の
相
好
、
衆
生
の
心
中
に
顕
現

す
る
な
り
。
た
と
へ
ば
水
清
け
れ
ば
す
な
は
ち
色
像
現
ず
、
水
と
像
と
一
な
ら
ず
異
な
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
ゆ
ゑ
に
仏
の
相
好
の
身

す
な
は
ち
こ
れ
心
想
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。「
こ
の
心
作
仏
す
」
と
い
ふ
は
、
心
よ
く
仏
を
作
る
と
い
ふ
な
り
。「
こ
の
心
こ
れ
仏
」

と
い
ふ
は
、
心
の
ほ
か
に
仏
ま
し
ま
さ
ず
。
た
と
へ
ば
火
は
木
よ
り
出
で
て
、
火
、
木
を
離
る
る
こ
と
を
得
ず
。
木
を
離
れ
ざ
る
を

も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
よ
く
木
を
焼
く
。
木
、
火
の
た
め
に
焼
か
れ
て
、
木
す
な
は
ち
火
と
な
る
が
ご
と
し
。「
諸
仏
正
遍
知

海
は
心
想
よ
り
生
ず
」
と
い
ふ
は
、「
正
遍
知
」
と
は
真
正
に
法
界
の
ご
と
く
に
し
て
知
る
な
り
。
法
界
無
相
な
る
が
ゆ
ゑ
に
諸
仏

は
無
知
な
り
。
無
知
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
知
ら
ざ
る
は
な
し
。
無
知
に
し
て
知
る
は
こ
れ
正
遍
知
な
り
。
こ
の
知
、
深
広
に
し
て
測

量
す
べ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
海
に
譬
ふ
。

（
傍
線
筆
者
、
聖
典
全
書
一
・
四
七
四
〜
四
七
五
頁
、

釈
版
七
祖
篇
・
八
一
〜
八
三
頁
）
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と
、「
法
界
」
は
衆
生
の
心
法
、
心
を
名
づ
け
て
法
界
と
す
る
。
心
は
世
間
・
出
世
間
の
も
ろ
も
ろ
の
事
象
を
生
起
す
る
も
で
あ
り
、

「
色
」
等
の
眼
識
を
生
ず
る
よ
う
に
、
諸
々
の
如
来
の
相
好
身
を
生
起
す
る
。
特
に
こ
こ
で
は
、
仏
を
観
じ
る
時
の
衆
生
能
観
の
い
わ
ゆ

る
第
六
意
識
を
指
し
て
い
る
。

「
身
」
は
、
諸
仏
如
来
の
仏
身
（
十
力
、
四
無
畏
、
十
八
不
共
法
）
と
し
、
法
界
が
身
の
依
主
釈
で
あ
る
。
衆
生
の
能
観
の
意
識
の
上

に
相
好
の
仏
身
を
縁
じ
て
い
る
「
法
界
所
生
の
身
」
と
い
う
義
で
法
界
身
を
解
釈
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
是
心
作
仏
」
は
、
心
よ
く
仏
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
。
衆
生
能
観
の
心
が
仏
の
相
好
仏
身
を
生
ず
る
。「
是
心
是
仏
」

は
、
心
の
ほ
か
に
仏
ま
し
ま
さ
ず
と
い
う
こ
と
で
、
能
観
の
心
の
上
へ
い
ま
初
め
て
西
方
の
弥
陀
の
相
好
仏
身
は
現
じ
た
と
い
う
事
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
衆
生
心
と
法
界
身
と
は
能
所
の
違
い
が
あ
る
か
ら
不
一
で
あ
る
が
、
能
観
の
心
に
仏
が
顕
現
し
た
時
、
心
の
外
に
仏
身

は
な
い
か
ら
不
異
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
木
火
の
譬⑼

を
も
っ
て
、「
火
」
を
所
観
の
仏
身
・
仏
の
相
好
身
と
し
、「
木
」
を
衆
生
の
能
観
の

心
と
譬
え
て
、
木
が
火
の
た
め
に
焼
か
れ
て
火
と
な
る
の
は
、
心
外
無
仏
の
こ
と
で
、
能
観
の
心
と
所
観
の
仏
が
体
一
と
な
る
「
是
心
是

仏
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
曇
鸞
は
「
法
界
身
」
を
基
本
的
に
は
事
観
に
よ
る
仏
身
と
す
る
。

ま
た
、
善
導
大
師
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
は
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」
に
、

八
に
像
観
の
な
か
に
つ
き
て
、
ま
た
先
づ
挙
げ
、
次
に
弁
じ
、
後
に
結
す
。
…
…
問
ひ
て
い
は
く
、
韋
提
の
上
の
請
に
は
た
だ
弥
陀

を
指
す
。
い
ぶ
か
し
、
如
来
い
ま
総
じ
て
諸
仏
を
挙
げ
た
ま
ふ
、
な
ん
の
意
か
あ
る
や
。
答
へ
て
い
は
く
、
諸
仏
は
三
身
同
じ
く
証

し
、
悲
智
の
果
円
か
な
る
こ
と
等
斉
に
し
て
二
無
く
、
端
身
一
坐
に
し
て
影
現
す
る
こ
と
無
方
な
り
。
意
、
有
縁
に
赴
く
時
、
法
界

に
臨
む
こ
と
を
顕
さ
ん
と
欲
す
。「
法
界
」
と
い
ふ
は
三
義
あ
り
。
一
に
は
心
遍
す
る
が
ゆ
ゑ
に
法
界
を
解
す
。
二
に
は
身
遍
す
る

が
ゆ
ゑ
に
法
界
を
解
す
。
三
に
は
障
礙
な
き
が
ゆ
ゑ
に
法
界
を
解
す
。
ま
さ
し
く
は
心
到
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
身
ま
た
随
ひ
て
到

る
。
身
は
心
に
随
ふ
が
ゆ
ゑ
に
「
是
法
界
身
」
と
い
ふ
。「
法
界
」
と
い
ふ
は
こ
れ
所
化
の
境
、
す
な
は
ち
衆
生
界
な
り
。「
身
」
と

い
ふ
は
こ
れ
能
化
の
身
、
す
な
は
ち
諸
仏
の
身
な
り
。「
入
衆
生
心
想
中
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
衆
生
念
を
起
し
て
諸
仏
を
見
た
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て
ま
つ
ら
ん
と
願
ず
る
に
よ
り
て
、
仏
す
な
は
ち
無
礙
智
を
も
つ
て
知
り
、
す
な
は
ち
よ
く
か
の
想
心
の
う
ち
に
入
り
て
現
じ
た
ま

ふ
。
た
だ
も
ろ
も
ろ
の
行
者
、
も
し
は
想
念
の
う
ち
、
も
し
は
夢
定
の
う
ち
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
は
、
す
な
は
ち
こ
の
義
を
成
ず

る
な
り
。
三
に
「
是
故
汝
等
」
よ
り
下
「
従
心
想
生
」
に
至
る
こ
の
か
た
は
、
ま
さ
し
く
利
益
を
結
勧
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
れ

心
を
標
し
て
仏
を
想
ふ
こ
と
を
明
か
す
。
た
だ
仏
解
を
な
し
て
頂
よ
り
足
に
至
る
ま
で
心
に
想
ひ
て
捨
て
ず
、
一
々
に
こ
れ
を
観
じ

て
し
ば
ら
く
も
休
息
す
る
こ
と
な
か
れ
。
あ
る
い
は
頂
相
を
想
ひ
、
あ
る
い
は
眉
間
の
白
毫
乃
至
足
下
千
輪
の
相
を
想
へ
。
こ
の
想

を
な
す
時
、
仏
像
端
厳
に
し
て
相
好
具
足
し
、
了
然
と
し
て
現
じ
た
ま
ふ
。
す
な
は
ち
心
一
々
の
相
を
縁
ず
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、

す
な
は
ち
一
々
の
相
現
ず
。
心
も
し
縁
ぜ
ず
は
衆
相
見
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
自
心
に
想
作
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
心
に
応
じ
て
現
ず
。

ゆ
ゑ
に
「
是
心
即
是
三
十
二
相
」
と
い
ふ
。「
八
十
随
形
好
」
と
い
ふ
は
、
仏
相
す
で
に
現
ず
れ
ば
、
衆
好
み
な
随
ふ
。
こ
れ
ま
さ

し
く
如
来
も
ろ
も
ろ
の
想
者
を
教
へ
て
具
足
し
て
観
ぜ
し
め
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す
。「
是
心
作
仏
」
と
い
ふ
は
、
自
の
信
心
に
よ

り
て
相
を
縁
ず
る
は
作
の
ご
と
し
。「
是
心
是
仏
」
と
い
ふ
は
、
心
よ
く
仏
を
想
へ
ば
、
想
に
よ
り
て
仏
身
現
ず
。
す
な
は
ち
こ
の

心
仏
な
り
。
こ
の
心
を
離
れ
て
ほ
か
に
さ
ら
に
異
仏
な
け
れ
ば
な
り
。「
諸
仏
正
遍
知
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
諸
仏
は
円
満
無
障
礙
智

を
得
て
、
作
意
と
不
作
意
と
つ
ね
に
よ
く
あ
ま
ね
く
法
界
の
心
を
知
り
た
ま
へ
り
。
た
だ
よ
く
想
を
な
せ
ば
、
す
な
は
ち
な
ん
ぢ
が

心
想
に
従
ひ
て
現
じ
た
ま
ふ
こ
と
、
生
ず
る
が
ご・
と・
し・
と
い
ふ
こ
と
を
明
か
す
。
あ
る
い
は
行
者
あ
り
て
、
こ
の
一
門
の
義
を
も
つ

て
唯
識
法
身
の
観
と
な
し
、
あ
る
い
は
自
性
清
浄
仏
性
の
観
と
な
す
は
、
そ
の
意
は
な
は
だ
錯
れ
り
。
絶
え
て
少
分
も
あ
ひ
似
た
る

こ
と
な
し
。
す
で
に
像
を
想
へ
と
い
ひ
て
三
十
二
相
を
仮
立
せ
る
は
、
真
如
法
界
の
身
な
ら
ば
、
あ
に
相
あ
り
て
縁
ず
べ
く
、
身
あ

り
て
取
る
べ
け
ん
や
。
し
か
も
法
身
は
無
色
に
し
て
眼
対
を
絶
す
。
さ
ら
に
類
と
し
て
方
ぶ
べ
き
な
し
。
ゆ
ゑ
に
虚
空
を
取
り
て
も

つ
て
法
身
の
体
に
喩
ふ
。
ま
た
い
ま
こ
の
観
門
は
等
し
く
た
だ
方
を
指
し
相
を
立
て
て
、
心
を
住
め
て
境
を
取
ら
し
む
。
総
じ
て
無

相
離
念
を
明
か
さ
ず
。
如
来
（
釈
尊
）
は
る
か
に
末
代
罪
濁
の
凡
夫
の
相
を
立
て
て
心
を
住
む
る
す
ら
な
ほ
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
、

い
か
に
い
は
ん
や
相
を
離
れ
て
事
を
求
む
る
は
、
術
通
な
き
人
の
空
に
居
し
て
舎
を
立
つ
る
が
ご
と
し
と
知
り
た
ま
へ
り
。
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（
傍
点
筆
者
、
聖
典
全
書
一
・
七
四
三
〜
七
四
四
頁
、

釈
版
七
祖
篇
・
四
三
〇
〜
四
三
三
頁
）

と
、「
法
界
」
と
は
所
化
の
境
で
、
諸
仏
の
大
悲
が
「
応
心
即
現
」
す
る
世
界
と
す
る
。
そ
れ
は
、
大
慈
悲
心
が
遍
満
し
（
心
遍
）、
仏
身

が
形
を
と
っ
て
顕
現
し
（
身
遍
）、
何
時
で
も
何
処
で
も
誰
の
上
に
も
現
れ
る
（
無
障
礙
）
世
界
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
法
界
」
と
は
所
化

の
境
界
で
あ
り
衆
生
界
で
あ
る
。

ま
た
、「
身
」
と
は
、
諸
仏
如
来
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
が
、
大
慈
悲
心
に
随
う
身
で
あ
る
の
で
、
能
化
の
仏
身
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
是
心
作
仏
」
は
、
自
ら
の
信
心
に
よ
り
て
相
を
縁
ず
る
は
作
の
ご
と
し
と
し
、「
是
心
是
仏
」
は
心
よ
く
仏
を
想
へ
ば
、

想
に
よ
り
て
仏
身
現
ず
と
理
解
す
る
。
善
導
は
報
身
の
阿
弥
陀
仏
は
法
界
身
で
、
大
悲
が
所
化
の
衆
生
界
に
常
に
応
じ
る
事
仏
身
（
相
好

身
）
と
す
る
。
よ
っ
て
、「
あ
る
い
は
自
性
清
浄
仏
性
の
観
と
な
す
は
、
そ
の
意
は
な
は
だ
錯
れ
り
。
絶
え
て
少
分
も
あ
ひ
似
た
る
こ
と

な
し
」
と
い
い
、
基
本
的
に
は
事
観
と
し
て
み
て
い
る
。
特
に
そ
れ
は
凡
夫
の
観
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
観
は
「
わ
れ
い
ま
仏
力
に
よ

る
が
ゆ
ゑ
に
か
の
国
土
を
見
る
」（

釈
版
七
祖
篇
・
三
二
〇
頁
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
仏
力
に
よ
る
観
で
あ
る
。

遠
や
智

等
の
諸
師
は
仏
を
一
切
に
遍
満
す
る
法
性
真
如
と
見
て
、
こ
れ
を
観
想
に
よ
り
開
覚
す
る
と
し
た
の
に
対
し
て
、
善
導
は

大
慈
悲
の
仏
が
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
観
察
の
対
象
と
し
て
色
身
を
現
ず
る
こ
と
と
み
て
い
る
。
ま
た
、「
是
心
作
仏
」
の
「
作
」
の
語

を
造
作
の
義
に
解
釈
し
て
、
心
に
よ
く
仏
を
想
い
作
す
な
ら
ば
心
中
に
顕
現
し
、
心
に
仏
を
想
わ
な
け
れ
ば
仏
は
現
前
せ
ず
、
心
に
仏
を

想
う
こ
と
を
離
れ
て
仏
心
は
存
在
し
な
い
の
で
「
是
心
是
仏
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
仏
の
境
地
は
三
昧
発
得
の
境
地
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
浄
土
門
で
は
法
界
身
を
、
聖
道
諸
師
の
よ
う
な
不
二
法
門
に
よ
っ
て
解
釈
せ
ず
、
不
二
を
全
う
じ
た
而
二
の
立
場
で

法
門
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
凡
夫
を
対
象
に
し
た
指
法
立
相
な
ど
、
差
別
の
立
場
か
ら
法
門
が
建
立
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

三

親
鸞
と
荘
厳
性
功
徳

親
鸞
に
お
い
て
は
、「
法
界
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
釈
は
な
く
、『
華
厳
経
』
入
法
界
品
か
ら
の
引
用
は
多
数
あ
る
の
で
あ
る
が
、
い
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わ
ゆ
る
自
釈
中
に
お
い
て
の
「
法
界
」
の
用
例
は
一
例
で
あ
る
。

清
浄
無
礙
の
光
耀
朗
ら
か
に
し
て
、
一
如
法
界
の
真
身
顕
る
。
信
を
発
し
て
称
名
す
れ
ば
、
光
摂
護
し
た
ま
ふ
、
ま
た
現
生
無
量
の

徳
を
獲
。

（
浄
土
文
類
聚
鈔
「
念
仏
正
信

」、
聖
典
全
書
二
・
二
六
八
頁
、

釈
版
・
四
八
六
頁
）

と
、
念
仏
正
信

の
一
句
中
に
「
一
如
法
界
」
と
術
語
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、「
法
界
身
」
に
関
す
る
詳
細
な
解
釈
は
さ
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
に
け
る
法
界
身
理
解
は
、
法
界
に
関
す
る
引
用
文
等
の
前
後
の
意
図
か
ら
分
別
し
て
い
く
し
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
親
鸞
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
「
涅
槃
」
を
転
釈
さ
れ
て
、

「
涅
槃
」
を
ば
滅
度
と
い
ふ
、
無
為
と
い
ふ
、
安
楽
と
い
ふ
、
常
楽
と
い
ふ
、
実
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、
法
性
と
い
ふ
、
真
如

と
い
ふ
、
一
如
と
い
ふ
、
仏
性
と
い
ふ
。
仏
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
。
こ
の
如
来
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
は
ち

一
切
群
生
海
の
心
な
り
。
こ
の
心
に
誓
願
を
信
楽
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
信
心
す
な
は
ち
仏
性
な
り
、
仏
性
す
な
は
ち
法
性
な
り
、

法
性
す
な
は
ち
法
身
な
り
。

（
聖
典
全
書
二
・
七
〇
一
〜
七
〇
二
頁
、

釈
版
・
七
〇
九
頁
）

と
、
真
如
法
性
が
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
と
い
い
、
そ
れ
は
一
切
群
生
海
の
心
で
あ
る
と
述
べ
、
誓
願
を
信
楽
す
る
が
故
に
、

こ
の
信
心
す
な
わ
ち
仏
性
な
り
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
心
成
就
に
関
す
る
帰
命
の
心
た
る
信
に
関
係
す
る
点
で
真
如
法
性
が
問
題
と

さ
れ
る
。
続
く
文
に
は
、

法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り

か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
、
方
便
法
身
と
申
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を

お
こ
し
て
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ
御
か
た
ち
を
ば
、
世
親
菩
薩
（
天
親
）
は
「
尽
十
方
無
礙
光
如
来
」
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ

り
。
こ
の
如
来
を
報
身
と
申
す
。
誓
願
の
業
因
に
報
ひ
た
ま
へ
る
ゆ
ゑ
に
報
身
如
来
と
申
す
な
り
。
報
と
申
す
は
、
た
ね
に
む
く

ひ
た
る
な
り
。
こ
の
報
身
よ
り
応
・
化
等
の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら
は
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
礙
の
智

光
を
放
た
し
め
た
ま
ふ

ゆ
ゑ
に
尽
十
方
無
礙
光
仏
と
申
す
ひ
か
り
に
て
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
い
ろ
も
ま
し
ま
さ
ず
、
無
明
の
闇
を
は
ら
ひ
悪
業
に
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さ
へ
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
無
礙
光
と
申
す
な
り
。
無
礙
は
さ
は
り
な
し
と
申
す
。
し
か
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
、
光
明

は
智

の
か
た
ち
な
り
と
し
る
べ
し
。
…
…

（
聖
典
全
書
二
・
七
〇
二
〜
七
〇
三
頁
、

釈
版
・
七
〇
九
〜
七
一
〇
頁
）

と
、『
往
生
論

』
浄
入
願
心
章
で
述
べ
ら
れ
る
二
種
法
身
に
よ
る
由
生
由
出
の
関
係
か
ら
影
響
を
受
け
て
、
無
為
・
実
相
・
真
如
・
法

性
・
仏
性
・
如
来
・
智

・
慈
悲
・
平
等
の
展
開
で
仏
身
や
浄
土
が
論
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』「
真
仏
土
巻
」
に
、『
往
生
論

』
の
荘
厳
性
功
徳
成
就
の
文
を
引
用
し
て
、「
正
道
の
大
慈
悲
」
を
解

釈
さ
れ
る
次
の
部
分
に
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
い
は
く
（
論

・
上

六
〇
）、「

正
道
の
大
慈
悲
は
、
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず

（
浄
土
論
）
と
の
た
ま
え
り
。
こ
の
二
句
は
、

荘
厳
性
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。
至
乃

性
は
こ
れ
本
の
義
な
り
。
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
こ
れ
浄
土
は
法
性
に
随
順
し
て
法
本
に
乖
か
ず
。

事
、『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性
起
の
義
に
同
じ
。
ま
た
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
積
習
し
て
性
を
成
ず
。
法
蔵
菩
薩
を
指
す
、
も
ろ
も

ろ
の
波
羅
蜜
を
集
め
て
積
習
し
て
成
ぜ
る
と
こ
ろ
な
り
。
ま
た
性
と
い
う
は
、
こ
れ
聖
種
性
な
り
。
序
め
に
法
蔵
菩
薩
、
世
自
在
王

仏
の
所
に
し
て
無
生
忍
を
悟
る
。
そ
の
時
の
位
を
聖
種
性
と
名
づ
く
。
こ
の
性
の
な
か
に
お
い
て
四
十
八
の
大
願
を
発
し
て
、
こ
の

土
を
修
起
し
た
ま
へ
り
。
す
な
わ
ち
安
楽
浄
土
と
い
ふ
。
こ
れ
か
の
因
の
所
得
な
り
。
果
の
な
か
に
因
を
説
く
、
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て

性
と
す
。
ま
た
性
と
い
ふ
は
、
こ
れ
必
然
の
義
な
り
、
不
改
の
義
な
り
。
海
の
性
、
一
味
に
し
て
衆
流
入
る
も
の
か
な
ら
ず
一
味
と

な
っ
て
、
海
の
味
は
ひ
、
か
れ
に
随
ひ
て
改
ま
ら
ざ
る
が
ご
と
し
と
な
り
。
ま
た
人
身
の
性
不
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
種
々
の
妙
好

色
・
香
・
美
味
、
身
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
み
な
不
浄
と
な
る
が
ご
と
し
。
安
楽
浄
土
は
も
ろ
も
ろ
の
往
生
の
ひ
と
、
不
浄
の
色
な
し
、

不
浄
の
心
な
し
、
畢
竟
じ
て
み
な
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得
し
む
。
安
楽
国
土
清
浄
の
性
、
成
就
し
た
ま
へ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な

り
。

正
道
の
大
慈
悲
は
、
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず

と
い
ふ
は
、
平
等
の
大
道
な
り
。
平
等
の
道
を
名
づ
け
て
正
道
と
す
る
ゆ
ゑ

は
、
平
等
は
こ
れ
諸
法
の
体
相
な
り
。
諸
法
平
等
な
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
発
心
等
し
、
発
心
等
し
き
が
ゆ
ゑ
に
道
等
し
、
道
等
し

き
が
ゆ
ゑ
に
大
慈
悲
等
し
。
大
慈
悲
は
こ
れ
仏
道
の
正
因
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、

正
道
大
慈
悲

と
の
た
ま
え
り
。
慈
悲
に
三
縁
あ
り
。
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一
つ
に
は
衆
生
縁
、
こ
れ
小
悲
な
り
。
二
つ
に
は
法
縁
、
こ
れ
中
悲
な
り
。
三
つ
に
は
無
縁
、
こ
れ
大
悲
な
り
。
大
悲
は
す
な
は
ち

こ
れ
出
世
の
善
な
り
。
安
楽
浄
土
は
こ
の
大
悲
よ
り
生
ぜ
る
が
ゆ
ゑ
な
れ
ば
な
り
。
ゆ
ゑ
に
こ
の
大
悲
を
い
ひ
て
浄
土
の
根
と
す
。

ゆ
ゑ
に

出
世
善
根
生

と
い
ふ
な
り
」
と
。

（
聖
典
全
書
二
・
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
、

釈
版
・
三
五
八
〜
三
五
九
頁
）

と
、
こ
こ
で
法
性
功
徳
、
浄
土
の
本
質
た
る
「
性
」
に
四
義
（
理
・
行
・
位
・
果
）
を
示
さ
れ
る
。

第
一
に
、
本
の
義
と
は
、
浄
土
の
根
本
の
本
質
は
「
法
性
に
随
順
し
て
法
本
に
乖
か
ず
」
と
、
浄
土
は
法
性
・
寂
滅
・
無
相
そ
の
も
の

で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
そ
れ
は
、『
華
厳
経
』
宝
王
如
来
の
性
起
の
義
に
同
じ
と
さ
れ
る
。「
宝
王
」
と
は
意
の
ま
ま
に
様
々
な
願
い
を
か

な
え
る
宝
で
あ
る
「
摩
尼
宝
珠
」
の
こ
と
で
、
真
如
（
法
性
法
身
）
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
そ
の
衆
生
に
と
っ
て
最
高
の
宝
（
方
便
法

身
）
と
な
っ
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
浄
土
と
は
、
法
性
に
随
順
す
る
が
故
に
無
相
に
あ
ら
ず
し
て
第
一
義
諦
が
世
俗
諦

に
展
開
す
る
性
質
、
す
な
わ
ち
衆
生
救
済
の
働
き
か
け
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
二
に
は
、
性
の
積
習
の
義
で
あ
る
。
性
は
積
習
し
て
性
を
成
ず
と
は
、「
本
の
義
」
で
仏
の
本
質
で
あ
る
法
性
法
身
が
衆
生
を
救
う

た
め
に
方
便
法
身
と
な
り
現
れ
る
と
示
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
は
方
便
法
身
た
る
法
蔵
菩
薩
が
因
果
の
道
理
に
よ
っ
て
仏
に
な
る
と
説
か

れ
る
。
法
蔵
菩
薩
が
兆
載
永
劫
の
修
行
功
徳
を
積
ん
で
「
性
」
を
成
就
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
聖
種
性
の
義
で
あ
る
。「
聖
種
」
と
は
仏
に
な
る
種
子
の
こ
と
で
、「
聖
種
性
」
と
は
聖
者
に
な
り
う
る
位
に
住
す
る
菩
薩
、

す
な
わ
ち
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
無
生
法
忍
を
得
た
位
（
初
地
）
が
聖
種
性
で
あ
る
。
こ
の
「
性
」
に
よ
り
法
蔵
菩
薩
は
四

十
八
願
を
発
こ
し
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
の
で
、「
こ
れ
か
の
因
の
所
得
な
り
。
果
の
中
に
因
を
説
く
」
と
、
真
如
法
性
の
「
性
」
が
因
と

な
っ
て
阿
弥
陀
仏
と
い
う
果
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
聖
種
性
」
は
直
接
的
に
は
菩
薩
の
位
の
こ
と
で
あ
る
が
、
真
如
の
十
方

世
界
に
遍
満
し
て
い
る
仏
性
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
因
果
同
時
の
関
係
が
、
修
起
さ
れ
た
浄
土
の
内
実
と
し
て
語
ら
れ
る
。

第
四
に
は
、「
必
然
の
義
」「
不
改
の
義
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
海
の
性
が
譬
喩
さ
れ
、
海
は
多
く
の
河
川
か
ら
綺
麗
な
水
、
汚
染
さ
れ
た

水
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
水
が
流
れ
込
ん
で
、
し
か
も
一
度
そ
れ
ら
が
流
れ
込
む
と
や
が
て
す
べ
て
同
一
の
海
水
の
味
に
な
る
必
然
の
義
が
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あ
る
。
ま
た
、
一
度
河
川
の
水
が
海
水
の
味
に
な
る
と
再
び
河
川
の
水
に
戻
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
不
改
の
義
が
あ
る
。
愚
悪
の
凡
夫
で

あ
っ
て
も
、
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
そ
こ
に
は
不
浄
な
場
も
心
も
存
在
せ
ず
、
自
ず
か
ら
清
浄
に
転
ぜ
ら
れ
る
。
浄
土
の
清
浄
性
が
、
浄
土

に
生
ま
れ
た
一
切
の
者
を
清
浄
平
等
無
為
法
身
に
な
さ
し
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
浄
土
は
阿
弥
陀
仏
が
一
切
の
衆
生
を
平
等
に
救
お
う
と
願
っ
た
大
慈
悲
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
「
平
等
の
大
道
」
だ
と

述
べ
ら
れ
る
。
平
等
の
道
を
正
道
と
す
る
の
は
、
平
等
こ
そ
が
諸
法
の
体
相
で
あ
り
、
如
理
平
等
で
あ
る
か
ら
こ
そ
発
心
が
等
し
く
、
道

等
し
く
大
慈
悲
が
展
転
し
て
い
く
。
よ
っ
て
、
一
如
平
等
の
悟
の
心
か
ら
大
慈
悲
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
大
慈
悲
に
よ
っ
て
仏
道
が
成
り
立

つ
。
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
よ
っ
て
一
切
の
衆
生
が
救
わ
れ
る
そ
の
平
等
性
こ
そ
が
浄
土
の
「
性
」
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
論

』
の
性
功
徳
の
展
開
は
、
親
鸞
の
法
界
身
理
解
に
お
い
て
も
大
い
な
る
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

親
鸞
の
法
界
身
理
解

そ
も
そ
も
親
鸞
に
お
い
て
、『
観
経
』
に
お
け
る
観
察
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
化
身
土

巻
」
隠
顕
釈
に
、『
観
経
』
の
教
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

こ
こ
を
も
つ
て
『
経
』（
観
経
）
に
は
、「
教
我
観
於
清
浄
業
処
」
と
い
へ
り
。「
清
浄
業
処
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
本
願
成

就
の
報
土
な
り
。「
教
我
思
惟
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
方
便
な
り
。「
教
我
正
受
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
金
剛
の
真
心
な
り
。

「
諦
観
彼
国
浄
業
成
者
」
と
い
へ
り
、
本
願
成
就
の
尽
十
方
無
礙
光
如
来
を
観
知
す
べ
し
と
な
り
。「
広
説
衆
譬
」
と
い
へ
り
、
す

な
は
ち
十
三
観
こ
れ
な
り
。「
汝
是
凡
夫
心
想

劣
」
と
い
へ
り
、
す
な
は
ち
こ
れ
悪
人
往
生
の
機
た
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。「
諸
仏

如
来
有
異
方
便
」
と
い
へ
り
、
す
な
は
ち
こ
れ
定
散
諸
善
は
方
便
の
教
た
る
こ
と
を
顕
す
な
り
。「
以
仏
力
故
見
彼
国
土
」
と
い
へ

り
、
こ
れ
す
な
は
ち
他
力
の
意
を
顕
す
な
り
。「
若
仏
滅
後
諸
衆
生
等
」
と
い
へ
り
、
す
な
は
ち
こ
れ
未
来
の
衆
生
、
往
生
の
正
機

た
る
こ
と
を
顕
す
な
り
。「
若
有
合
者
名
為
粗
想
」
と
い
へ
り
、
こ
れ
定
観
成
じ
が
た
き
こ
と
を
顕
す
な
り
。「
於
現
身
中
得
念
仏
三

四
二

谷
大
学
論
集



昧
」
と
い
へ
り
、
す
な
は
ち
こ
れ
定
観
成
就
の
益
は
、
念
仏
三
昧
を
獲
る
を
も
つ
て
観
の
益
と
す
る
こ
と
を
顕
す
。
す
な
は
ち
観
門

を
も
つ
て
方
便
の
教
と
せ
る
な
り
。「
発
三
種
心
即
便
往
生
」
と
い
へ
り
。
ま
た
「
復
有
三
種
衆
生
当
得
往
生
」
と
い
へ
り
。
こ
れ

ら
の
文
に
よ
る
に
、
三
輩
に
つ
い
て
、
三
種
の
三
心
あ
り
、
ま
た
二
種
の
往
生
あ
り
。
…
…

（
傍
点
筆
者
、
聖
典
全
書
二
・
一
八
八
頁
、

釈
版
・
三
八
二
〜
三
八
三
頁
）

と
、『
観
経
』
に
説
か
れ
る
定
散
二
善
は
如
来
の
異
方
便
で
あ
り
、
韋
提
希
夫
人
は
心
想

劣
で
粗
想
に
し
か
浄
土
を
観
察
で
き
な
い
凡

夫
で
あ
り
、
悪
人
往
生
の
機
で
あ
る
事
を
彰
す
と
す
る
。
よ
っ
て
、
韋
提
希
の
見
仏
も
仏
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
観
門
は
方
便
の
教

え
と
い
う
立
場
を
取
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
八
像
観
の
よ
う
な
観
察
を
な
す
事
が
で
き
な
い
凡
夫
は
、
他
力
回
向
の
信
心
に
よ
る
称
名
念

仏
に
よ
る
往
生
が
隠
彰
に
て
説
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
他
力
信
心
成
就
を
述
べ
る
「
信
巻
」
末
に
お
い
て
、
曇
鸞
と
善
導
が
第
八
像
観
を
解
釈
し
た
文
を
引
文
さ
れ
た
箇
所
が
注
目

で
き
る
。
そ
の
一
連
の
流
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

宗
師
（
善
導
）
の
「
専
念
」（
散
善
義
）
と
い
へ
る
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
一
行
な
り
。「
専
心
」（
同
）
と
い
へ
る
は
、
す
な
は
ち

こ
れ
一
心
な
り
。
し
か
れ
ば
、
願
成
就
（
第
十
八
願
成
就
文
）
の
「
一
念
」
は
す
な
は
ち
こ
れ
専
心
な
り
。
専
心
は
す
な
は
ち
こ

れ
深
心
な
り
。
深
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
深
信
な
り
。
深
信
は
す
な
は
ち
こ
れ
堅
固
深
信
な
り
。
堅
固
深
信
は
す
な
は
ち
こ
れ
決
定

心
な
り
。
決
定
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
上
心
な
り
。
無
上
上
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
心
な
り
。
真
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
相
続
心

な
り
。
相
続
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
淳
心
な
り
。
淳
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
憶
念
な
り
。
憶
念
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
実
の
一
心
な
り
。

真
実
の
一
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
大
慶
喜
心
な
り
。
大
慶
喜
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
実
信
心
な
り
。
真
実
信
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
金

剛
心
な
り
。
金
剛
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
は
す
な
は
ち

こ
れ
衆
生
を
摂
取
し
て
安
楽
浄
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。
こ
の
心
す
な
は
ち
こ
れ
大
菩
提
心
な
り
。
こ
の
心
す
な
は
ち
こ
れ
大

慈
悲
心
な
り
。
こ
の
心
す
な
は
ち
こ
れ
無
量
光
明

に
よ
り
て
生
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
。
願
海
平
等
な
る
が
ゆ
ゑ
に
発
心
等
し
、
発
心
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等
し
き
が
ゆ
ゑ
に
道
等
し
、
道
等
し
き
が
ゆ
ゑ
に
大
慈
悲
等
し
、
大
慈
悲
は
こ
れ
仏
道
の
正
因
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。

『
論
の

』（
下

一
四
四
）
に
い
は
く
、「
か
の
安
楽
浄
土
に
生
れ
ん
と
願
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
心
を
発
す
る
な

り
」
と
の
た
ま
へ
り
。

ま
た
い
は
く
（
同
・
上

八
二
）、「

是
心
作
仏

（
観
経
）
と
は
、
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
心
よ
く
作
仏
す
る
な
り
。

是
心
是
仏

（
同
）
と
は
、
心
の
ほ
か
に
仏
ま
し
ま
さ
ず
と
な
り
。
た
と
へ
ば
火
、
木
よ
り
出
で
て
、
火
、
木
を
離
る
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。

木
を
離
れ
ざ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
よ
く
木
を
焼
く
。
木
、
火
の
た
め
に
焼
か
れ
て
、
木
す
な
は
ち
火
と
な
る
が
ご
と

き
な
り
」
と
の
た
ま
へ
り
。

光
明
（
善
導
）
の
い
は
く
（
定
善
義
・
意

四
三
二
）、「
こ
の
心
作
仏
す
、
こ
の
心
こ
れ
仏
な
り
、
こ
の
心
の
ほ
か
に
異
仏
ま
し

ま
さ
ず
」
と
の
た
ま
へ
り
。｛
以
上｝

ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
一
心
こ
れ
を
如
実
修
行
相
応
と
名
づ
く
。
す
な
は
ち
こ
れ
正
教
な
り
、
こ
れ
正
義
な
り
、
こ
れ
正
行
な
り
、
こ

れ
正
解
な
り
、
こ
れ
正
業
な
り
、
こ
れ
正
智
な
り
。

三
心
す
な
は
ち
一
心
な
り
、
一
心
す
な
は
ち
金
剛
真
心
の
義
、
答
へ
を
は
ん
ぬ
、
知
る
べ
し
と
。

（
聖
典
全
書
二
・
九
五
〜
九
六
頁
、

釈
版
・
二
五
二
〜
二
五
三
頁
）

と
、
信
一
念
の
解
釈
を
承
け
て
宗
師
で
あ
る
善
導
の
言
葉
か
ら
「
専
念
専
心
」
を
問
題
と
さ
れ
る
一
連
の
御
自
釈
か
ら
続
く
か
た
ち
で
連

引
さ
れ
る
。
こ
こ
で
専
念
と
は
行
で
あ
り
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
専
心
は
回
向
さ
れ
た
名
号
を
聞
信
す
る
こ
と
に
よ
る
真
実
信
心
で
あ

る
。
今
の
御
自
釈
冒
頭
に
は
、
第
十
八
願
成
就
文
で
あ
る
「
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
」
と
い
う
「
心
（
信
）」
が
問
題
と
さ
れ
る
。
成
就
文

の
一
念
の
信
が
ど
う
い
う
内
実
で
あ
る
か
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
転
釈
の
中
で
、
願
作
仏
心
度
衆
生
心
と
い
う
菩
提
心
が
問
題
と

さ
れ
る
が
、
衆
生
の
菩
提
心
が
阿
弥
陀
仏
の
無
量
光
明

に
よ
っ
て
生
じ
る
大
菩
提
心
で
あ
り
、
願
海
平
等
な
る
阿
弥
陀
如
来
に
よ
り
回

向
さ
れ
た
発
心
で
あ
り
、
大
慈
悲
が
仏
道
の
正
因
で
あ
る
事
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
開
は
前
章
で
考
察
し
た
性
起
の
展
開
と
同
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内
容
と
い
え
る
。

た
だ
し
、『
論

』
で
は
「
以
諸
法
平
等
故
発
心
等
」
と
あ
る
の
が
、
こ
こ
で
は
「
願・
海・
平
等
故
発
心
等
」
と
し
て
お
り
、『
論

』
で

は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
平
等
な
る
一
如
法
性
が
顕
現
し
た
性
起
の
世
界
で
あ
る
浄
土
の
徳
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
切

衆
生
を
平
等
に
救
お
う
と
す
る
本
願
に
よ
り
、
大
慈
悲
・
仏
道
の
正
因
と
し
て
、
衆
生
に
菩
提
心
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
他
力
回
向
の
信

心
・
大
菩
提
心
を
あ
ら
わ
す
文
章
に
転
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
真
実
信
心
成
立
に
関
す
る
御
自
釈
の
後
に
引
用
さ
れ
る
の
が
、
曇
鸞
と
善
導
の
第
八
像
観
に
関
す
る
釈
文
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
以
下
の
引
文
に
お
い
て
は
第
八
像
観
を
解
釈
し
た
文
言
で
あ
り
な
が
ら
、『
観
経
』
当
面
の
観
察
の
内
容
を
問
題
と
す
る
の
で
は

な
く
、
他
力
回
向
の
信
成
就
と
い
う
事
が
釈
さ
れ
た
引
文
と
見
る
べ
き
文
脈
で
あ
る
。

最
初
の
『
論

』
引
文
で
は
「
か
の
安
楽
浄
土
に
生
れ
ん
と
願
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
心
を
発
す
る
な
り
」
と
浄
土
往
生

に
発
菩
提
心
が
必
要
で
あ
る
事
が
述
べ
ら
れ
る
。『
観
経
』
で
い
え
ば
「
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
も
の
は
、
三
種
の
心
を
発
し
て
即

便
往
生
す
」
と
三
心
具
足
に
よ
る
往
生
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
自
力
の
発
菩
提
心
か
他
力
回
向
の
発
菩
提
心
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。

い
ま
、
一
連
の
流
れ
は
他
力
回
向
の
信
成
就
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
の
『
論

』
の
「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
解
釈
や
木

火
の
譬
も
こ
の
よ
う
な
展
開
か
ら
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

続
く
『
論

』
引
文
の
「
是
心
作
仏
」
は
、「
是
心
」
と
は
、
願
力
回
向
の
信
心
で
あ
り
、「
作
仏
」
と
は
、「
仏
と
な
る
」
と
読
め
ば
、

そ
の
信
心
が
往
生
成
仏
の
正
因
で
あ
り
成
仏
の
種
と
い
え
、
こ
の
信
心
以
外
に
は
成
仏
の
因
は
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
一
方
で
、

「
作
仏
」
を
「
仏
を
な
す
」
と
読
め
ば
、
そ
の
信
心
は
名
号
の
業
因
に
よ
っ
て
仏
心
と
凡
心
が
一
体
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
と
な
る
。
文

脈
の
流
れ
か
ら
前
者
の
意
が
適
当
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
是
心
是
仏
」
は
、
願
力
回
向
の
真
実
信
心
以
外
に
は
成
仏

の
因
は
な
く
、
信
心
が
仏
道
の
正
因
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
大
慈
悲
心
・
大
菩
提
心
の
展
開
で
あ
る
か
ら
だ
と
理
解
で
き
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
木
火
の
譬
は
、「
火
」
で
あ
る
大
慈
悲
心
・
仏
心
の
は
た
ら
き
を
離
れ
て
は
、「
木
」
で
あ
る
凡
夫
の
心
に
信
心
は
生
ぜ
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ず
、
木
は
火
に
焼
か
れ
て
火
と
な
る
よ
う
に
、
他
力
の
大
菩
提
心
・
大
慈
悲
に
よ
っ
て
凡
夫
は
仏
と
な
ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
譬
え
て
い

る
。
具
体
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
木
た
る
衆
生
の
心
（
凡
心
）
は
、
火
で
あ
る
光
明
名
号
の
働
き
か
け
に
よ
り
（
名
号
領
受
）、
他
力

回
向
の
信
が
成
立
し
、
凡
夫
が
成
仏
す
る
事
（
火
と
な
る
）
を
木
と
火
に
よ
っ
て
譬
て
い
る
と
い
え
る
。

続
く
善
導
引
文
も
一
部
の
訓
読
を
改
変
し
て
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
力
回
向
の
信
心
に
よ
っ
て
衆
生
が
仏
と
な
り
、
こ
の
他
力

の
信
楽
以
外
に
異
仏
は
な
い
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
他
力
の
信
楽
た
る
一
心
を
頂
戴
す
る
事
こ
そ
「
正
教
、
正
義
、
正
行
、
正
解
、
正
業
、

正
智
」
だ
と
さ
れ
る
。
後
代
に
存
覚
が
『
六
要
鈔
』
に
、
こ
の
「
信
巻
」
引
文
箇
所
を
解
釈
さ
れ
て
「
弥
陀
法
界
身
の
故
に
、
帰
命
の
心

を
発
せ
ば
機
法
不
離
に
し
て
必
ず
往
生
を
得
」（
真
聖
全
二
・
二
九
九
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
法
界
身
に
つ
い
て
論
じ
る
『
観
経
』
第
八
像
観
の
釈
書
は
、
一
部
分
の
み
の
引
用
で
あ
る
が
、
他
力
回
向
の
信
成
就
が

「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
の
釈
文
を
通
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
こ
の
譬
喩
に
お
け
る
木
火
の
譬
で
あ
る
火
は
法
界
身
と
ど
の

よ
う
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
木
に
働
き
か
け
る
火
と
は
、
他
力
回
向
の
信
成
立
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
か
ら
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
の
名

号
こ
そ
が
火
に
譬
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、
名
号
が
法
界
の
衆
生
に
働
き
か
け
る
身
と
し
て
理
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
名
号
の
展
開
は
親
鸞
に
お
い
て
は
「
行
巻
」
に
て
述
べ
ら
れ
る
。

特
に
「
行
巻
」
に
は
、

代
の
元
照
律
師
（
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
）
の
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
で

き
る
。
こ
の
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
は
先
の
曇
鸞
・
善
導
の
法
界
身
解
釈
の
文
と
同
じ
く
、
親
鸞
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
文
で
、

『
観
経
弥
陀
経
集

』
に
も
書
き
込
み
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
行
巻
」
に
引
用
さ
れ
る
同
書
に
は
、
元
照
が
『
阿
弥
陀
経
』
を
解

釈
さ
れ
た
序
文
冒
頭
と
四
字
名
号
が
何
故
に
諸
善
に
超
過
せ
る
か
を
述
べ
た
次
の
箇
所
が
連
引
さ
れ
て
い
る
。
当
面
の
内
容
で
は
唯
識
の

教
相
が
解
釈
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
乗
の
極
唱
、
終
帰
を
こ
と
ご
と
く
楽
邦
を
指
す
。
万
行
の
円
修
、
最
勝
を
独
り
果
号
に
推
る
。
ま
こ
と
に
も
つ
て
因
よ
り
願
を
建
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つ
。
志
を

り
行
を
窮
め
、
塵
点
劫
を
歴
て
済
衆
の
仁
を
懐
け
り
。
芥
子
の
地
も
捨
身
の
処
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
悲
智
六
度
摂

化
し
て
も
つ
て
遺
す
こ
と
な
し
。
内
外
の
両
財
、
求
む
る
に
随
う
て
か
な
ら
ず
応
ず
。
機
と
縁
と
熟
し
、
行
満
じ
功
な
り
、
一
時
に

円
か
に
三
身
を
証
す
。
万
徳
す
べ
て
四
字
に
彰
る
」
と
。｛

以
上｝

ま
た
い
は
く
（
同
）、「
い
は
ん
や
わ
が
弥
陀
は
名
を
も
つ
て
物
を
接
し
た
ま
ふ
。
こ
こ
を
も
つ
て
耳
に
聞
き
口
に
誦
す
る
に
、
無

辺
の
聖
徳
、
識
心
に
攬
入
す
。
永
く
仏
種
と
な
り
て

に
億
劫
の
重
罪
を
除
き
、
無
上
菩
提
を
獲
証
す
。
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
少
善

根
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
多
功
徳
な
り
」
と
。｛

以
上｝

（
聖
典
全
書
二
・
四
四
頁
、

釈
版
・
一
八
〇
頁
）

と
、
こ
こ
に
万
行
円
備
の
名
号
は
、
阿
弥
陀
仏
が
名
を
も
っ
て
衆
生
を
摂
化
す
る
働
き
で
あ
り
、
無
辺
の
聖
徳
（
仏
智
）
が
識
心
に
攬
入

し
、
永
く
仏
種
と
な
り
て

に
億
劫
の
重
罪
を
除
き
、
無
上
菩
提
を
獲
証
す
る
と
端
的
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

親
鸞
に
お
い
て
は
『
観
経
』
第
八
像
観
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
観
察
行
は
凡
夫
に
は
不
可
能
な
る
行
業
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
中

の
法
界
身
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
法
界
身
観
が
独
自
に
展
開
し
た
か
た
ち
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
道
諸
師
の
理
法
界
身
や

浄
土
教
祖
師
の
事
法
界
身
理
解
と
は
相
違
し
た
か
た
ち
で
、
曇
鸞
・
善
導
の
釈
文
を
承
け
て
い
る
。

法
界
身
と
は
「
法
界
」
が
迷
い
の
衆
生
界
に
働
く
「
身
」
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
智

の
光
明
名
号
で
あ
る

と
見
て
い
る
。
よ
っ
て
、
親
鸞
は
、
諸
師
や
浄
土
教
祖
師
が
当
面
で
は
事
理
の
観
で
釈
さ
れ
る
「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
の
文
言
も
、

『
教
行
信
証
』
の
引
用
展
開
に
お
い
て
は
名
号
聞
信
の
一
念
に
お
い
て
願
力
回
向
の
信
心
が
大
慈
悲
心
の
展
開
で
あ
り
、
仏
道
の
正
因
で

あ
る
こ
と
を
解
釈
さ
れ
た
文
を
助
顕
し
た
文
と
し
て
受
容
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
聖
典
全
書
」
は
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
を
意
味
す
る
。
原
漢
文
の
も
の
は
訓
読
が
問
題
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
『
浄
土
真
宗
聖
典
（

釈

版
）』
等
に
よ
っ
て
書
き
下
し
文
と
し
た
。

⑴

善
導
は
『
観
経
』
の
観
察
を
定
善
（
息
慮
凝
心：

心
を
統
一
し
て
行
う
善
、
第
一
観
〜
第
十
三
観
）
と
散
善
（
廃
悪
修
善：

平
生
の
散
乱
し

た
心
の
ま
ま
で
行
う
善
、
第
十
四
観
〜
第
十
六
観
）
と
に
大
別
す
る
が
、

遠
の
場
合
に
は
善
導
が
序
分
に
お
い
て
散
善
顕
行
縁
と
し
た
三
福

の
教
説
を
も
っ
て
正
宗
分
散
善
と
し
、
十
六
観
全
部
を
定
善
と
定
義
し
て
い
る
。
基
本
的
に
、
善
導
は

遠
の
使
用
し
た
呼
称
を
踏
襲
す
る
の

で
あ
る
が
、『
観
経
』
や
科
段
全
体
の
捉
え
方
に
は
相
違
が
存
在
す
る
。
い
ま
、
第
八
観
は

遠
に
お
い
て
は
「
仏
菩
薩
像
観
」
と
す
る
が
、

こ
こ
で
は
善
導
に
よ
り
「
像
観
」（
聖
典
全
書
一
・
六
〇
九
頁
な
ど
）
と
呼
称
す
る
。

⑵

正
遍
知
は
梵
語
のsa

m
y
a
k
-sa
m
b
u
d
d
h
a

（
サ
ン
ミ
ャ
ク
・
サ
ン
ブ
ッ
ダ
）
の
漢
訳
で
、
如
来
十
号
の
一
。
等
正
覚
と
も
い
う
。
海
と
は

仏
の
遍
く
さ
と
ら
れ
た
智

の
広
大
な
る
こ
と
を
喩
え
る
。
正
し
く
完
全
に
真
理
を
さ
と
っ
た
あ
ら
ゆ
る
仏
陀
た
ち
の
意
味
。

⑶

梵
語
のta

th
a
g
a
ta

タ
タ
ー
ガ
タ
）
の
音
写
。
如
来
の
こ
と
。

⑷

梵
語
のa

rh
a
t

ア
ル
ハ
ッ
ト
）
の
音
写
。
応
供
・
阿
羅
漢
と
も
い
う
。

⑸

梵
語
のsa

m
y
a
k
-sa
m
b
u
d
d
h
a

サ
ン
ミ
ャ
ク
・
サ
ン
ブ
ッ
ダ
）の
音
写
。
等
正
覚
・
正
遍
知
と
漢
訳
。
最
上
至
上
の
仏
・
正
し
い
さ
と
り

を
得
た
人
。
如
来
十
号
の
一
。

⑹

『

谷
仏
教
大
辞
彙
全
巻
五
』・『
望
月
仏
教
大
辞
典
』・『
法
蔵
館
新
版
仏
教
学
辞
典
』
等
よ
り
抜
粋
。

⑺

一
切
が
唯
心
の
所
現
と
す
る
こ
の

、
同
経
に
「
三
界
虚
妄
、
但
是
心
作
」（
大
正
九
・
五
五
八
頁
ｃ
）
と
と
も
に
唯
心
を
説
く

と
し
て

有
名
で
、
中
国
仏
教
界
で
は
こ
の

を
根
拠
に
心
と
仏
と
衆
生
の
無
差
別
が
主
張
さ
れ
る
。

⑻

『
観
経
疏
』
は
現
在
で
は
智

の
疏
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
に
も
「
法
界
身
と
は
報
仏
の
法
性
な
り
。
衆
生
心
の
浄
な
り
。
法
身

自
在
な
る
が
ゆ
え
に
、
衆
生
の
心
想
の
な
か
に
い
る
と
い
う
」（
大
正
三
七
・
一
九
二
頁
ｂ
）
と
、
衆
生
の
心
は
本
来
清
浄
で
、
観
仏
三
昧
を

修
す
れ
ば
解
行
相
応
す
る
か
ら
清
浄
な
心
性
に
仏
身
が
あ
ら
わ
れ
、
心
と
仏
と
一
体
と
な
り
、
仏
の
三
十
二
相
、
八
十
随
形
好
を
具
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

⑼

こ
の
木
火
の
譬
は
『
遺
日
摩
尼
経
』（
大
正
十
二
・
一
九
一
頁
ａ
）、『
大
宝
積
経
論
』
巻
三
（
大
正
二
六
・
二
一
九
頁
ｃ
）
や
『
中
論
』（
大

正
三
〇
・
八
頁
ｂ
一
四
頁
ｃ
）
な
ど
の
薪
と
火
の
譬
が
元
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
る
。（
深
励
『
浄
土
論

講
義
』
三
〇
九
頁
、
昭

和
六
〇
年
、
法
藏
館
）
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善
導
は
、「
衆
生
は
垢
重
く
し
て
智

浅
近
な
り
。
聖
意
は
弘
深
な
り
。
あ
に
い
づ
く
ん
ぞ
み
づ
か
ら
ほ
し
い
ま
ま
に
せ
ん
や
。
い
ま
一
々

に
こ
と
ご
と
く
仏
説
を
取
り
て
、
も
つ
て
明
証
と
な
さ
ん
」（
聖
典
全
書
一
・
六
七
〇
頁
、

釈
版
七
祖
篇
・
三
一
九
頁
）
の
第
四
の
明
証
と

し
て
、
韋
提
希
の
見
仏
を
仏
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

道
綽
（
五
六
二
〜
六
四
五
）
は
、「
大
乗
仏
教
は
一
切
平
等
を
説
く
の
で
あ
り
、
浄
土
・
穢
土
を
分
別
し
て
浄
土
を
願
生
す
る
の
は
と
ら
わ

れ
で
あ
る
」
と
の
批
判
に
対
し
、「
一
切
諸
仏
の
説
法
は
か
な
ら
ず
二
縁
を
具
す
。
一
に
は
法
性
の
実
理
に
よ
る
。
二
に
は
す
べ
か
ら
く
そ
の

二
諦
に
順
ず
べ
し
。
か
れ
は
、
大
乗
は
無
念
な
り
、
た
だ
法
性
に
よ
る
と
計
し
て
、
し
か
も
縁
求
を
謗
り
無
み
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
二
諦
に
順

ぜ
ず
。
か
く
の
ご
と
き
見
は
、
滅
空
の
所
収
に
堕
す
。」（
聖
典
全
書
一
・
五
九
〇
〜
五
九
一
頁
、

釈
版
七
祖
篇
・
二
〇
八
頁
）
と
答
え
る
。

一
切
の
存
在
は
、
固
定
的
な
実
体
を
持
た
ず
、
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
の
が
大
乗
仏
教
の
見
方
で
あ
り
、
諸
仏
の
説

法
も
必
ず
空
と
有
と
い
う
二
側
面
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
い
う
。
固
定
的
な
実
体
が
無
い
か
ら
平
等
で
あ
る
と
い
う
面
に
捉
わ
れ
て
、
縁
に
よ
っ

て
そ
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
面
を
否
定
す
る
な
ら
、
か
え
っ
て
大
乗
仏
教
の
考
え
方
に
反
す
る
と
反
論
す
る
。

『
華
厳
経
』
は
漢
訳
に
三
本
あ
る
が
、
例
え
ば
、
六
十
華
厳
（
大
正
九
・
六
一
二
頁
ｂ
）
な
ど
。

こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
他
に
も
「
証
巻
」
四
法
結
釈
直
前
に
「
定
善
義
」
を
引
用
し
て
「
西
方
寂
静
無
為
の
楽
に
は
、
畢
竟
逍

し
て
有
無

を
離
れ
た
り
。
大
悲
、
心
に

じ
て
法
界
に
遊
ぶ
。
分
身
し
て
物
を
利
す
る
こ
と
等
し
く
し
て
殊
な
る
こ
と
な
し
。
あ
る
い
は
神
通
を
現
じ
て

法
を
説
き
、
あ
る
い
は
相
好
を
現
じ
て
無
余
に
入
る
。
変
現
の
荘
厳
、
意
に
随
ひ
て
出
づ
。
群
生
見
る
も
の
罪
み
な
除
こ
る
と
。
ま
た
讃
じ
て

い
は
く
、
帰
去
来
、
魔
郷
に
は
停
ま
る
べ
か
ら
ず
。
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
六
道
に
流
転
し
て
、
こ
と
ご
と
く
み
な
経
た
り
。
到
る
処
に
余
の
楽

し
み
な
し
。
た
だ
愁
歎
の
声
を
聞
く
。
こ
の
生
平
を
畢
へ
て
後
、
か
の
涅
槃
の
城
に
入
ら
ん
」（
聖
典
全
書
二
・
一
三
六
〜
一
三
七
頁
、

釈

版
・
三
一
二
頁
）
と
あ
る
。

親
鸞
は
早
く
よ
り
曇
鸞
と
善
導
の
第
八
像
観
を
解
釈
さ
れ
た
文
に
は
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
若
き
頃
（
四
十
五
歳
頃
迄
か
）
の
研
究
ノ

ー
ト
と
い
わ
れ
て
い
る
『
観
経
弥
陀
経
集

』
に
は
、『
観
経
』
の
第
八
像
観
の
文
に
、
善
導
の
「
定
善
義
」
の
法
界
身
釈
（
観
無
量
寿
経
集

の
表
書
、
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
七
・
表
九
五
〜
一
〇
三
頁
）
や
『
往
生
礼
讃
』
の
法
界
身
釈
文
（
観
無
量
寿
経
集

の
裏
書
、
定
本
親
鸞
聖

人
全
集
七
・
裏
五
七
〜
五
八
頁
）、
曇
鸞
の
『
論

』
の
法
界
身
釈
文
（
観
無
量
寿
経
集

の
裏
書
、
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
七
・
裏
五
五
〜
五

七
頁
）
の
一
部
分
を
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
体
の
相
に
つ
い
て
、
大
江
淳
誠
は
「
一
体
の
相
と
い
う
の
は
、
衆
生
の
妄
心
の
中
に
如
来
の
智
心
が
満
入
し
て
、
妄
心
を
融
摂
し
て

如
来
の
智
心
と
同
じ
も
の
と
す
る
の
を
い
い
ま
す
。」（
本
願
寺
出
版
会
『
安
心
論
題
講
述
』
一
六
九
頁
）
と
す
る
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
で
は
、
こ
れ
ら
を
端
的
に
「
こ
の
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
大
菩
提
心
な
り
。
大
菩
提
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
実
信
心
な
り
。

四
九

親
鸞
の
法
界
身
理
解
に
つ
い
て

武
田
）



真
実
信
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
衆
生
を
摂
取
し
て
、

安
楽
浄
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。
こ
の
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
竟
平
等
心
な
り
。
こ
の
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
大
悲
心
な
り
。
こ
の
心
作
仏
す
。

こ
の
心
（
し
む
）
こ
れ
仏
な
り
。
こ
れ
を
「
如
実
修
行
相
応
」（
浄
土
論

三
三
）
と
名
づ
く
る
な
り
、
知
る
べ
し
。
三
心
す
な
は
ち
一
心
の
義
、

答
へ
を
は
り
ぬ
。」（
聖
典
全
書
二
・
二
七
四
頁
、

釈
版
・
四
九
四
頁
）
と
述
べ
る
。

善
導
の
当
面
の
文
章
で
は
、「
是
心
作
仏
者
依
自
信
心
縁
相
如
作
也
言
是
心
是
仏
者
心
能
想
仏
依
想
仏
身
而
現
即
是
心
仏
也
離
此
心
外
更
無

異
仏
者
也
（「
是
心
作
仏
」
と
い
ふ
は
、
自
の
信
心
に
よ
り
て
相
を
縁
ず
る
は
作
の
ご
と
し
。「
是
心
是
仏
」
と
い
ふ
は
、
心
よ
く
仏
を
想
へ
ば
、

想
に
よ
り
て
仏
身
現
ず
。
す
な
は
ち
こ
の
心
仏
な
り
。
此
の
心
を
離
れ
て
ほ
か
に
さ
ら
に
異
仏
な
け
れ
ば
な
り
。）」（
傍
線
親
鸞
引
用
部
）
と
、

訓
読
す
べ
き
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
一
文
字
を
変
え
て
傍
線
部
を
引
用
し
て
独
特
な
訓
読
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
が
「
光
明
の
い
わ

く
」
と
し
て
引
用
し
た
正
確
な
文
章
は
な
く
、
特
に
「
此
心
」
を
「
是
心
」
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
是
心
」
を
他
力
の
信
心
・

菩
提
心
と
し
て
示
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
言
葉
も
善
導
「
散
善
義
」
の
深
心
釈
（
聖
典
全
書
一
・
七
六
三
頁
、

釈
版
七
祖
篇
・
四
五
八
頁
）
に
よ
る
。

『
安
心
決
定
鈔
』
薪
火
不
離
の
喩
え
に
は
、「
一
、
た
き
ぎ
は
火
を
つ
け
つ
れ
ば
、
は
な
る
る
こ
と
な
し
。「
た
き
ぎ
」
は
行
者
の
心
に
た
と

ふ
。「
火
」
は
弥
陀
の
摂
取
不
捨
の
光
明
に
た
と
ふ
る
な
り
。
心
光
に
照
護
せ
ら
れ
た
て
ま
つ
り
ぬ
れ
ば
、
わ
が
心
を
は
な
れ
て
仏
心
も
な
く
、

仏
心
を
は
な
れ
て
わ
が
心
も
な
き
も
の
な
り
。
こ
れ
を
南
無
阿
弥
陀
仏
と
は
な
づ
け
た
り
。」（

釈
版
・
一
四
一
〇
頁
）
と
木
は
行
者
の
心
、

火
は
摂
取
不
捨
の
光
明
に
譬
え
る
。
同
書
は
第
八
代
宗
主
蓮
如
上
人
が
尊
宗
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
切
な
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
西
山
派
の
手

に
よ
る
書
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
心
と
凡
心
の
解
釈
も
自
ず
と
真
宗
義
と
は
相
違
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
は
問
題
と
し
な
い
。

『
阿
弥
陀
経
集

』（
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
七
）
に
は
随
所
に
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
の

問
答
釈
文
も
書
写
さ
れ
て
い
る
（
阿
弥
陀
経
集

の
裏
書
、
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
七
・
一
三
八
頁
）。

キ
ー
ワ
ー
ド

法
界
身

是
心
作
仏
是
心
是
仏

信
心
成
就

五
〇

谷
大
学
論
集


